
ＪＲ総連は、９月１６日代々木公園で開催された「命をつなぐ地球環境を９・１６さようなら

原発全国集会」にＪＲ東労組とＪＲ貨物労組と９条連の仲間

とともに参加しました。（主催者発表５，０００人） 

 集会のなかで、女川原発の再稼働を許さない！みやぎア

クションの多々良哲氏は「女川原発は３回も再稼働を延期

しており、安全面の軽視だ」と訴え、東海第２原発運転差止

訴訟原告団の相良衛氏は、防波堤の施工不良について

「内部告発がなければわからなかった」と日本原子力発

電の隠ぺい体質を批判しました。 

 東日本大震災から１３年経過しましたが、未だに復興

されない福島の現状があることや、人の手によって制御

できない原発は、地震や災害の多い日本にそぐわないこ

とから改めて脱原発が必要なことを集会参加者全体で確認しました。 

ＪＲ総連通信 
２０２４年９月１７日 №１７７３ 

 
  

全日本鉄道労働組合総連合会（ＪＲ総連） http://www.jr-souren.com 

原発のない安心して暮らせる社会を実現するために 
脱原発の取り組みを進めていこう！ 


